




















































































































住田正一「船舶登記J (海事大辞書中巻)1454頁.Wustendorfer， HB. 122f 148. 
(2) 小町谷掠三「海商法J (上)63頁。


















































るとか(standardoil Co・ v.U. S.，)，もしも船舶が法律に違反して航行したとき
には，差押えおよび、刑罰が科されるというように，船舶自体が契約当事者と














“The res is the real contractor or offender， and出eowner' s intere-




































(3) Canfield & Darzell， The Law of the Sea P.5. 
(4) Standard oil Co. v. U. S.(Dc-Ala). 27 Fed (2d) 370. Hughes， Handbook 
of Admiralty Law. 1920. PP. 400-402.， British Shipping Laws， 1; Price 

























































































内惟介「国際私法におけるホ便宜置籍w の問題」法学新報82巻 6・7号) 3頁以下。
織田政夫「便宜置籍船と世界海運甫場j 167頁。
5. 結び
以上きわめて概略ながら， (i)手続上船舶の登記と登録とを一元的にすべきで
あるか， (ii)船舶の擬人法的な処理の実益はどこにあるか， (iii)国籍付与に伴う
便宜置籍船の法規制の在り方など問題となるべき点を若干指摘してみたい。
今後さらにこの方両の分析検討を試みたいと思っている。
